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【５点×４問＝２０点】 

 

次の１、２の問題に答えなさい。 

 

１ 次の計算をしなさい。 

 

 ① １×２＋３×４－５＋６－７      ② １５.２×０.６ 

 

 

 

 

 ③ ４８０÷０.２－１０２÷ 

 

 

 

 

 

 

２ 下の図の影
かげ

をつけた部分の面積を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

問題１ 

３ 

１１ 

６cm 

３cm 

５cm 
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【５点×２問＝１０点】 

 

 江戸
え ど

時代には、現代
げんだい

の税金
ぜいきん

の仕組みと同じ役割
やくわり

として、お米を納
おさ

める「年貢
ね ん ぐ

」という制度
せ い ど

がありました。村人は、年貢として、下の、本米
ほんまい

、口
くち

米
まい

、夫
ぶ

米
まい

の合計を納めます。 

また、当時の人たちは、お米がどれくらいとれたかを表す単位として、次のような単 

位を使っていました。 

 ※１石
こく

＝１０斗
と

＝１００升
しょう

＝１０００合
ごう

 

このとき、次の１、２の問題に答えなさい。 

 

１ 本米１石あたり、口米が２升、夫米が３升の年がありました。この年の、あおば村が

納めた年貢のうち、本米は、２６０石でした。あおば村が納めた年貢は何石か求めなさ

い。 

 

 

 

 

２ １と同じ年、みたぞの村が納めた年貢は２１０石でした。みたぞの村の全体の収穫量

は何石か求めなさい。 

 

本米
ほんまい

：税金にあたるもの。全体の収 穫 量
しゅうかくりょう

の４割を納める。 

口
くち

米
まい

：年貢の計算や書類を作るための手数料。       合わせて「年貢」 

夫米
ぶ ま い

：お米を運ぶための送料。 

 

問題２ 
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【５点×２問＝１０点】 

 

 ある小学校の環境
かんきょう

委員会では、活動を行う１０か月間で「世界の子供
こ ど も

たちにポリオワ

クチン１０人分を届
とど

けよう！」という目標を立てました。ペットボトルキャップ８００個

で、ワクチン１人分になります。この目標を達成するために、委員会では毎月「ワクチン

１人分（８００個）」を目標に掲
かか

げ、Ａ班からＥ班の５つの班に分かれてペットボトルキ

ャップの回収
かいしゅう

活動を行っています。 

 ９月の最終日。集計担当
たんとう

の委員長が、各班の回収した個数を表にまとめようとしました

が、うっかりメモをよごしてしまい、Ｂ班とＥ班の回収した個数が読めなくなってしまい

ました。 

 

Ａ班 Ｂ班 Ｃ班 Ｄ班 Ｅ班 

１３８  １４５ １５２  

 

しかし、委員長は集計の途中
とちゅう

で次の２つのことに気付き、別のメモに残していました。 

 

＜メモ＞ 

・Ｅ班が回収した個数は、５つの班の平均より４０個多い。 

・Ｂ班が回収した個数は、Ｅ班より２０個少ない。 

 

委員長は「このメモがあれば、Ｂ班とＥ班の回収した個数がわかり、９月の目標である

８００個を達成できたかどうかも計算できる」と考えました。 

このとき、次の１、２の問いに答えなさい。 

 

１ Ｂ班が回収したペットボトルキャップの個数を求めなさい。 

 

 

 

 

２ ５つの班のペットボトルキャップの合計の個数を求めなさい。さらに、９月の目標で

ある８００個を達成できたかどうか答えなさい。 

 

 

問題３ 



算数チャレンジ大会２０２６本選 

                                                             

 

【５点×２問＝１０点】 

 

１辺の長さが３cmの正六角形と、１辺の長さが１.５cmの正三角形があります。 

下の図のように、正三角形の１つの辺が正六角形の辺ＡＢにぴったり重なっている

状態
じょうたい

から、正三角形の頂点
ちょうてん

を中心に、すべらないように時計
と け い

回
まわ

りに回転させながら、正

六角形の外側を転がして移動
い ど う

させます。  

このとき、次の１、２の問いに答えなさい。ただし、円周率
えんしゅうりつ

は３.１４とします。 

 

１ 正三角形が、辺ＡＢに重なっている状態から時計回りに回転し、頂点Ｐが初めて頂点

Ｂに重なったとき、頂点Ｐが移動した長さは何 cmか求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 正三角形が正六角形の外側を転がり、初めて元の位置にもどったとき、頂点Ｐが移動

した長さは何 cmか求めなさい。 

 

 

問題４ 
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【５点×２問＝１０点】 

 

 大きな「あやめ池」のまわりを、あぶくまさん、なるせさん、きたかみさんの３人が、

同じ地点から同時に出発して、それぞれ 1周しました。３人の進む速さと方向は、次のと

おりです。 

 

・あぶくまさん：分速１００ｍ（時計
と け い

回
まわ

りに進む） 

・なるせさん ：分速 ８０ｍ（反時計回りに進む） 

・きたかみさん：分速  ６０ｍ（反時計回りに進む） 

 

あぶくまさんは、まずなるせさんとすれちがい、その１０分後にきたかみさんとすれち

がいました。このとき、次の１、２の問いに答えなさい。 

 

１ あぶくまさんとなるせさんがすれちがったとき、きたかみさんはなるせさんの何㎞後

ろにいましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

２ あやめ池のまわりの長さは何㎞ですか。 

  

 

問題５ 
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【１０点】 

 

 ある小学校で創立
そうりつ

５０周年を記念して、地域
ち い き

に配る「地域の防災
ぼうさい

マップ入りクリアファ

イル」を５４００セット作ることになりました。この「セット作り」のために、４年生・

５年生・６年生のボランティアが１０人ずつ、合計３０人集まりました。学年ごとの作業

ペースは、次の表のとおりです。 

 

＜学年ごとの１人あたりの作業ペース＞ 

学年 
学年１人あたりが１０分間で作ることが

できるクリアファイルのセット数 

４ １２ 

５ １８ 

６ ２４ 

 

 ボランティア全員で午後から「セット作り」を始めましたが、途中
とちゅう

で何人かが下校し、

人数が次のように変わりました。 

 

 

 

 

 

 

このとき、３０人全員で「セット作り」を始めた時刻
じ こ く

は、午後何時何分か求めなさい。

ただし、学年ごとの１人あたりの作業ペースは一定とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題６ 

○ ３０人全員で作り始めたが、午後３時２７分に４年生１０人が、下校時間 

が近くなったため帰った。 

○ その後は、残りの２０人で作業を続けたが、午後４時１０分に５年生のう

ち４人が、習い事のため下校した。 

○ 最後は、残りの１６人で作業を続け、午後４時４５分に５４００セットす 

べてが完成した。 
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【１０点】 

 

 次の図は、２つの合同な直角三角形を、重ならないように並
なら

べたものです。直角三角形

１つ分の面積を求めなさい。ただし、同じ印
しるし

をつけた角の大きさは等しいものとします。 

 

 

 

 

 

 

問題７ 

１２㎝ 

１０㎝ 
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【５点×２問＝１０点】 

江戸
え ど

時代の畳
たたみ

職人
しょくにん

は、限
かぎ

られたスペースに、畳
たたみ

をすきまなくしきつめるため、次の

ような【祝儀
しゅうぎ

敷
じ

きのルール】を使っていました。 

 

【祝儀敷きのルール】 

・すきまなく、重ならないようにしきつめます。 

・４枚の畳の頂点が１点に集まらない（十字を作らない）ようにしきつめます。 

※畳はすべて長方形で、縦の長さは、横の長さのちょうど２倍とします。 

 

 

 

 

 

 このとき、次の１、２の問いに答えなさい。 

１ 下の図のような正方形の部屋に、畳を８枚しきつめます。２マスで畳１枚分とし、す

でに１枚しいてあります（下の図の①）。 

このとき、師匠
ししょう

と弟子
で し

の会話を読んで、解答用紙に残りの畳７枚をかき、番号②～⑧

で示しなさい（＜解答のしかた＞を参考にし、はっきりと線をかくこと）。 

 

  師匠：さあ、この部屋に畳を８枚、きれいにしきつめてみなさい。 

弟子：祝儀敷きですか？ 

  師匠：そのとおり。４枚の畳の頂点が１点に集まってはいけないよ。 

  弟子：わかりました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題８ 

 
よい例           だめな例 

① 
＜解答のしかた＞ 

① 
② ③ 

④ 

⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ 

※畳の番号は正答には

関係しません。 
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２ 師匠と弟子が、下の図のような長方形の部屋
へ や

に、畳をすきまなくしきつめようと話を

しています。２人の会話を読んで、解答用紙に畳１０枚と半分の畳１枚をかき、番号①

～⑪で示しなさい（はっきりと線をかくこと）。 

ただし、２マスで畳１枚分とし、半分の畳を⑪とします。 

 

  師匠：さあ、この部屋に祝儀敷きで畳をしきつめてみなさい。 

  弟子：部屋の中に柱がありますね…ここには畳をしくことができません。 

  師匠：そのとおり。柱の関係で、１枚だけは、半分に切って（１マス分） 

しきつめなければいけないよ。気をつけるように。 

  弟子：１枚だけ、半分に切ってしきつめるんですね。はい、やってみます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱 

柱 

柱 
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【５点×２問＝１０点】 

 

 あるスーパーでは、買い物をした先着１０００人のお客さんに、１から１０００までの

番号が１つずつ書かれた「割引券
わりびきけん

発行カード」を１枚配っています。お客さんがこのカード

を「割引券発行マシーン」に入れると、マシーン内部のプログラムによって、番号に応じた

割引券１枚が自動で発行されます。 

下の図は、「割引券発行マシーン」がカードの番号を読み取ってから、割引券の種類を

決定して発行するまでの＜手順＞を表したものです。次の１、２の問いに答えなさい。 

 

 

 

＜手順＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ １００円の割引券をもらえるお客さんは何人ですか。 

 

 

 

２ 「割引券発行マシーン」が発行する割引券は、全部で何円分ですか。 

 

 

 

 

 

 

問題９ 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

カードの番号は偶数か ５０円の割引券を発行する 

カードの番号は９の倍数か １００円の割引券を発行する 

カードの番号は１５の倍数か １０００円の割引券を発行する 

１０円の割引券を発行する 

カードの番号を読み取る 


